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１．自律的なキャリア形成を考える

２．ジェンダーの視点からみた自治体公務員の状況

３．【ウェルビーイング】の概念

４．自治体行政の特徴 〜協働と二元代表制〜

５．【共感力】を培う意義

〜共生・協働・自律がうみだす地域のチカラ

組織のチカラ〜

本日の構成
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キャリアオーナーシップとは、「自分のキャリアは自分のものであ
ることを自覚し、自らどうしたいのか、どうなりたいのか、どうある
べきなのかを考え、納得のいく仕事、働き方を続けていくために、
行動していこう」と言う当事者意識を強く持つことです。
これからはキャリアオーナーシップを抱き、自らの仕事人生の設
計と、その為に必要な能力やスキルを取得するための学びを実
践し、今までの自分の強みと合わせながら次のステップへと進ん
でいくことが求められているのです。
※「キャリアオーナーシップ」と言う言葉は英語には無く造語です。
欧米では近しい表現に「take ownership of your career」
と言う言い方がありますが、社会人だけでなく子供のころから家
庭や学校で学んでいくものであり、その文化が働き方、生き方に
反映されています。

（一社）キャリアオーナーシップ推進機構による定義



相談・協議等に求められる要件
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管理職としての、管理職候補としての努力目標について
のヒント
＊「三鷹市人財育成基本方針～謙虚に学びともに進む『創造的な自治体』を目指して～」
（２０１３年８月）より

◆創造的な自治体経営を目指して
・市民満足度の向上 ・財政の健全化

・行政サービスの質の確保

・持続可能な自治体経営 ・市民からの信用・信頼

◆５つの気概
•仕事への気概

・改革・改善への気概

・協働のまちづくりへの気概

・能力向上への気概

・危機管理への気概



自治体の女性首長の状況

◆全国815人の市区長の中で
女性 4６人（5.６％）

令和７年1月１９日現在

◆全国926人の町村長の中で
女性 19人（2.0％）

令和６年1２月２６日現在

◆全国47都道府県の知事の中で
女性 ２人（4.26％）

令和６年1２月２６日現在
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◆「コミュニティ」は

⇒高齢者・障がい者の見守り、防災や防犯、子ども・子育て支援、

教育、文化、まちづくり等の多様なサービスの共通の現場

⇒災害・犯罪・事故・疾病等の予防、早期発見、早期対応の現場

◆「民学産公官金言労士の協働」の意義

⇒多様な担い手相互の接点の増加

⇒多様性が地域の持続可能性を推進する

⇒支援者・被支援者双方にとっての「エンパワーメント」

「コミュニティ」の場でのエンパワーメント
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ＳＤＧｓとは
1992年、米国にて感じた視線・考えた視点

一人の日本人として共生・協働・自律の必要性を実感
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